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町 の 人 口 

人 口 9,536 人 （増16) 

男 4,558 人 （増10) 

女 4,978 人 （増6) 

世帯数 3,109世帯（増16) 

出生 7人 転入 64人 

死亡 10人 転出 45人 

(56年5月末日現在） 

）内は前月との増減 
ノ

ー

 

7
月
 21 

日
『
町
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
』
 

大
人
・
小
人
 
ー
人
1
0
0
円
 

真
夏
を
む
か
え
、
今
年
も
い
よ
い
よ
 

七
月
二
十
一
日
（
火
）
か
ら
町
民
プ
ー
ル
 

が
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
す
。
 

プ
ー
ル
は
、
毎
日
午
前
十
時
か
ら
午
 

後
六
時
ま
で
開
放
さ
れ
て
お
り
、
入
場
 

料
は
、
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
幼
児
用
プ
ー
 

ル
と
も
一
人
一
〇
〇
円
（
二
時
間
）
で
 

す
。
二
時
間
を
超
え
た
と
き
は
、
 
一
時
 

間
に
つ
き
五
〇
円
の
追
加
料
金
を
い
た
 

だ
き
、
超
過
時
間
十
五
分
以
上
は
、
 
一 

時
間
と
し
て
計
算
し
ま
す
。
入
場
の
時
 

は
必
ず
入
場
券
を
提
示
し
て
入
場
し
、
 

10 

時
ー
 18 

時
 

退
場
の
と
き
は
入
場
券
を
返
却
し
て
下
 

さ
い
。
 

※
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
 

⑨
五
〇
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
は
、
水
深
が
 

一
・
三
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
子
供
は
危
険
 

で
す
。
こ
の
た
め
未
就
学
の
子
供
の
利
 

用
は
出
来
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
小
学
児
童
が
使
用
す
る
場
合
 

は
、
必
ず
大
人
の
父
兄
、
ま
た
は
学
校
 

教
師
、
少
年
団
体
の
指
導
者
等
の
同
伴
、
 

も
し
く
は
引
卒
の
あ
る
場
合
の
ほ
か
は
 

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
 

⑥
子
供
プ
ー
ル
は
、
未
就
学
の
 

子
供
が
利
用
す
る
場
合
は
、
大
 

人
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。
 

⑥
伝
染
病
に
か
か
っ
て
い
る
人
、
 

酒
を
飲
ん
で
の
利
用
は
出
来
ま
 

せ
ん
。
 

⑥
浮
袋
な
ど
の
遊
具
の
持
ち
込
 

み
は
、
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
 

⑥
危
険
な
遊
び
具
や
他
人
の
迷
 

惑
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
持
込
 

み
禁
止
で
す
。
 

⑥
不
必
要
な
貴
重
品
は
も
っ
て
 

こ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

⑨
そ
の
他
、
プ
ー
ル
勤
務
者
の
 

指
示
に
従
っ
て
下
さ
い
。
 

峯
 
業
 
W一 

業
 
W末
 
W一 

業
 
業
 
業
 
業
 
業
 
業
 

歯みがき大会 
＝一 

に250人が参加 

健康づくり歯みがき大会 

赤池町健康づくり推進協議会・赤池町子供会育成連絡協議会 

主催の第11回健康づくり歯みがき大会は6月7 日（日）、午前9 

時から町同和対策中央研修所において、250 人のチビッコた 

ちが参加して行なわれました。 

この大会は、毎年歯の衛生週間にちなみ、田川歯科医師会・ 

衛生士会の協力のもとで、青少年に正しい歯の知識と予防処置の徹底をはかり、健康づくりの意 

識を高めることを目的として行われており、今年で11回を数えます。 

なお、参加者全員の検診の結果、次の10人が、優良な歯の持ち主として入選し、3人に特別賞 

が田川歯科医師会から贈られました。 

〔入選者〕 

レ大迫愛（園児）ン風呂和男（園児）ン長谷川そのか（小1)ン市川晶子（小2 )レ瓜生田亜 

希（小3 )ン長谷川あすか（小3 )ン藤剛人（小4 )ン吉田和由（小6 )ン梶原悠子（小6 )レ 

市川寿裕（小6 ) 

〔特別賞〕 、ノ 
《b 休

 
、ノ 

】hu HJ く
 



け
 

パ
ー
ト
と
B

パ
ー
ト
に
わ
か
れ
熱
戦
が
 

あ
 

報
 

広
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町
民
軟
式
野
球
大
会
 

組
み
合
わ
せ
決
ま
る
 

7
月
5

日
・
 
12 

日
・
 
19 

日
 

赤
池
町
体
育
協
会
主
催
、
赤
池
町
軟
 

式
野
球
連
盟
主
幹
、
赤
池
町
公
民
館
後
 

援
に
よ
る
第
五
回
町
民
軟
式
野
球
大
会
 

が
七
月
五
日
、
士
一
日
、
十
九
日
の
各
 

日
曜
日
三
回
に
分
け
て
行
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
大
会
は
、
各
地
区
よ
り
十
九
チ
 

ー
ム
が
す
で
に
登
録
を
し
て
お
リ
、
A
 

展
開
さ
れ
ま
す
。
 

各
地
区
の
組
み
合
わ
せ
は
次
の
と
お
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

【
女
子
チ
ー
ム
の
開
会
式
か
ら
・
市
場
小
体
育
館
】
 

防ごう非行 
助けよう立ち直り 

さ 会を明るくする運動」始まるう 

第31回“社会を明るくする運動”が7月1日から1カ 

月間、法務省の主唱によリ全国で行われます。 

この運動は、犯罪の防止と罪を犯した人たちの更生に 

ついて国民すべてが力を合わせ、明るい社会を築くこと 

を目的としています。 

最近の少年非行は増加の一途をたどリ、学校内や家庭 

内暴力など非行の低年齢化が進んでいます。とくに、シ 

ンナー、覚せい剤、薬物乱用事件、暴走族による暴力事 

件等悪質化し、重大事件の原因となっています。 

また夏休みは、学校生活から解放されて、非行への芽 

生えが始まる季節です。警察庁の調査によると、14歳か 

ら16歳の年齢層が少年非行の実に6割を占めています。 

なかでも女子の非行が急増しており、増加率では男子 

のほぽ2 倍という高い数字を示しているのです。 

そこで今年の運動の重点目標は「住民の連帯による青 

少年の非行防止と更生の援助」 に置かれました。 

犯罪予防や罪を犯した人の更生には、地域社会の温か 

い協力が欠かせません。 

PTA や青年団などの地域の人びとを主体とする活動 

を組織的に行い、犯罪のない明るい社会をみんなの力で 

築きましょう。 

赤池町保護司会 赤池町更生保護婦人会 

A パート 

7月5 日 ①②③④球 場 

7 月12日 ⑤⑥⑦⑧中学校 

7月19日 ⑨⑧ 球 場 

B ノ《ート 

7月5 日 ①②③④中学校 

7 月12日 ⑤⑥⑦ 球 場 

7 月19日 ⑧⑧ 球 場 

優勝戦 
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20 

支
所
野
・
 
10 

支
所
好
優
勝
 

I
ー
、
、
 

ノI
ー
、
 

第
 15 

回
町
民
バ
督
ル
大
会
 

赤
池
町
体
育
協
会
主
催
の
第
十
五
回
 

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
六
月
十
 

四
日
（
日
）
午
前
九
時
か
ら
町
民
会
館
（
 

男
子
）
と
市
場
小
学
校
体
育
館
（
女
子
 

）
で
行
わ
れ
、
男
子
は
二
十
支
所
、
女
 

子
は
十
支
所
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
飾
り
 

ま
し
た
。
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

〔
男
子
〕
ー
 

「

ー

 

20 

支
 
所
 

婦

●

 0
一 

18 

支
 
所
 

2
0
 

or 

1
0
 

斎板屋 

下
戦
勝
 
r1 

3
 
支
 
所
 

14
 

支
所
（
男
●
女
）
が
優
勝
 

老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

五
月
三
十
一
日
（
日
）
、
赤
 

池
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
 

赤
池
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
な
 

わ
れ
、
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
 

か
ら
男
子
9

チ
ー
ム
、
女
子
 

7
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
日
頃
 

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
 

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
老
人
 

ク
ラ
ブ
の
親
睦
と
、
ゲ
ー
ト
 

ニ
、
駿
鵬
 

ボ
ー
ル
を
一
層
盛
ん
に
し
よ
 

【
和
気
あ
い
あ
い
で
楽
し
む
お
年
よ
リ
た
ち
】
 

〔
女
子
〕
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所
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所
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支

所
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所

 

フ
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支

所

 

血0
一
「
為
 

3

支

所

 

14 

支

所

 

支

所

 

支

所

 

支

所

 

う
と
催
さ
れ
た
も
の
で
、
今
 

年
か
ら
年
一
回
開
催
さ
れ
る
 

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
男
子
】
 

優
勝
廿
十
四
支
 

所
 
準
優
勝
廿
十
八
支
所
 

初
優
勝
の
喜
び
の
声
（
女
子
）
 

私
達
十
支
所
チ
ー
ム
が
バ
レ
ー
ボ
ー
 

ル
を
始
め
て
七
年
目
で
念
願
の
優
勝
を
 

し
ま
し
た
。
優
勝
の
瞬
間
は
、
ま
る
で
 

夢
の
よ
う
で
、
思
わ
ず
涙
が
出
る
ほ
ど
 

感
激
し
ま
し
た
。
 

七
年
間
一
度
も
伏
原
チ
ー
ム
に
は
勝
 

て
ず
、
涙
を
の
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
 

そ
の
伏
原
チ
ー
ム
に
決
勝
戦
で
勝
て
た
 

こ
と
が
、
コ
ー
チ
、
メ
ン
バ
ー
全
員
の
 

大
き
な
喜
び
で
す
。
 

（
十
支
所
キ
ャ
プ
テ
ン
）
福
原
俊
子
 

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

 

赤
池
A

チ
ー
ム
が
優
勝
 

郡
婦
人
親
善
バ
加
H
ル
大
会
 

六
月
七
日
、
糸
田
町
・
金
田
町
の
町
 

民
会
館
に
お
い
て
、
田
川
郡
社
会
体
育
 

振
興
協
会
の
主
催
に
よ
り
、
第
十
回
の
 

婦
人
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
に
は
、
田
川
郡
内
八
ケ
町
 

村
よ
り
二
十
ー
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
 

四
つ
の
パ
ー
ト
に
別
れ
て
技
を
競
い
ま
 

し
た
が
、
赤
池
A
チ
ー
ム
は
D

パ
ー
ト
 

の
部
で
見
事
優
勝
。
赤
池
B
チ
ー
ム
は
 

善
戦
む
な
し
く
一
勝
一
敗
で
し
た
。
 

〇
赤
池
④
2
 

〇
赤
池
④
2
 

〇
赤
池
④
2
 

（
撚
Y
鯖田） 

曾「）0
霜田） 

乃
 
51
 

)0
秋
桜
 

【
女
子
】
 

優
勝
廿
十
四
支
 

所
 
準
優
勝
廿
十
一
支
所
 

な
お
、
優
勝
チ
ー
ム
十
四
 

支
所
は
、
郡
大
会
に
出
場
し
、
 

三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
 

◆
 
◆
 
◆
 
◆
 
◆
 

ふ
る
さ
と
ク
 11 

ー
ン
作
戦
ノ
 

空
カ
ン
回
収
を
実
施
 

ー
町
商
工
会
青
年
部
ー
 

六
月
七
日
（
日
）
、
赤
池
町
商
工
会
青
 

年
部
（
大
島
勇
夫
部
長
・
部
員
三
十
一
一
 

人
）
の
メ
ン
バ
ー
が
ク
ふ
る
さ
と
ク
リ
 

ー
ン
作
戦
ク
運
動
の
一
環
と
し
て
、
町
 

内
道
路
沿
線
の
空
カ
ン
拾
い
を
行
い
ま
 

し
た
。
 

こ
の
日
は
午
前
八
時
ご
ろ
か
ら
軽
ト
 

ラ
ッ
ク
な
ど
五
台
の
車
に
分
乗
し
て
空
 

カ
ン
回
収
を
開
始
。
五
台
の
空
カ
ン
回
 

収
車
の
荷
台
は
見
る
間
に
一
杯
に
な
リ
、
 

あ
ら
た
め
て
空
カ
ン
の
投
げ
捨
て
の
多
 

ノ
 

い
の
に
驚
き
ま
し
た
。
 

商
工
会
青
年
部
で
は
、
町
内
の
美
化
 

【
五
台
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
と
も
空
カ
ン
の
山
】
 

* 和
名
 
文
月
（
ふ
み
づ
き
）
 

書
物
の
虫
ぽ
し
を
す
る
こ
と
か
ら
、
 

文
書
を
ひ
ろ
げ
月
文
月
と
な
ま
っ
た
も
 

の。 1
日
（
水
）
 

国
民
安
全
の
日
 

4
日
（
土
）
 

米
国
独
立
記
念
日
 

5
日
（
日
）
 

町
民
軟
式
野
球
大
会
 

7
日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
」
『
ノ
タ
m
) 

日
本
脳
炎
（
附
陶
細
餓
）
 

七
タ
・
小
暑
 

10 

日
（
金
）
 

国
土
建
設
週
間
始
ま
る
 

11 

日
（
土
）
養
命
大
学
（
w
m
鋼
繊
）
 

12 

日
（
日
）
 

町
民
軟
式
野
球
大
会
 

14 

日
（
火
）
 

日
本
脳
炎
（
附
陶
鋼
獣
）
 

15 

日
（
水
）
 

孟
蘭
盆
 

仏
教
講
演
会
（
w
闘
声
タ
m
) 

16 

日
（
木
）
 

や
ぶ
入
り
 

17 

日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
タ
m
) 

乳
幼
児
学
級
（
w
m
駒
餓
）
 

18 

日
（
土
）
 

勤
労
青
少
年
の
日
 

19 

日
（
日
）
 

町
民
軟
式
野
球
大
会
 

20
 

日
（
月
）
乳
児
保
嘉
談
（
附
陶
細
獣
）
 

土
用
・
海
の
記
念
日
 

21 

日
（
火
）
 

三
種
混
合
（
町
陶
鋼
獣
）
 

22 

日
（
水
）
 

土
用
の
丑
 

23 

日
（
木
）
 

大
暑
 

0

一 
1
一、 

25 

日
（
土
）
養
命
大
学
（
W
肌
細
厳
）
 

26 

日
（
日
）
 

婦
人
学
級
（
w
皿
鋼
織
）
 

27 

日
（
月
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
伽
）
 

ノ 

を
よ
り
進
め
る
た
め
に
、
次
回
実
施
の
 

折
に
は
、
町
内
皆
様
の
積
極
的
な
参
加
 

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

ー

！

!

!

!

 

秀
作
賞
に
 

」
 

」
 

」
 

」
 

」
 

一
 

一
 

寺
田
翠
蓮
さ
ん
 

日
太
』
青
道
美
術
館
展
は
、
 

技
の
練
度
に
よ
っ
て
左
右
 

さ
れ
が
ち
な
従
来
の
審
査
 

の
あ
リ
方
を
、
 

「
大
衆
か
 

ら
も
容
易
に
理
解
出
来
る
 

書
」
を
前
提
と
し
た
個
性
 

豊
か
な
気
品
の
高
い
作
品
 

を
選
出
す
る
た
め
、
専
門
 

家
と
学
識
経
験
者
同
数
に
 

よ
リ
、
書
道
展
審
査
に
前
 

例
の
な
い
公
開
審
査
を
実
 

施
し
て
、
厳
正
公
平
を
期
 

し
て
い
ま
す
。
 

注
目
の
公
開
審
査
は
、
去
る
五
月
十
 

五
日
行
わ
れ
、
翠
畔
書
道
会
は
出
品
者
 

全
員
が
入
賞
・
入
選
と
い
う
好
成
績
で
 

し
た
。
な
お
、
授
賞
式
は
七
月
四
日
、
 

東
京
帝
国
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。
 

〇
秀
作
賞
 
寺
田
翠
蓮
 

〇
二
部
入
選
 
添
谷
翠
泉
、
久
原
芝
翠
、
 

稲
垣
翠
柳
、
長
谷
川
琴
弄
（
敬
称
略
）
 

赤
池
町
農
業
委
員
会
 

一
般
選
挙
投
票
日
 

⑥
7
月
 17 

日
岡
 
7
時
ー
 18 
時
 

ーr 

り
で
す
C
 

、
一
 

ー

一

 

一
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一
 ち

 
ま
 

の
 

一
 芸

 
文
 

一
 

一
 

山
家
料
理
の
里
へ
 

吟
行
記
 

野
ロ
て
い
子
 

あ
る
日
、
句
友
達
か
ら
「
九
重
に
手
 

の
こ
ん
だ
珍
ら
し
い
山
菜
料
理
を
食
べ
 

さ
せ
て
く
れ
る
良
い
旅
館
が
あ
る
か
ら
 

一
度
出
か
け
て
み
な
い
」
と
の
話
が
あ
 

り
、
良
い
機
会
で
も
あ
り
、
体
な
ら
し
 

に
思
い
き
っ
て
参
加
す
る
事
に
し
た
。
 

昨
日
ま
で
の
豪
雨
は
、
う
そ
の
よ
っ
 

に
、
嘉
麻
峠
を
越
え
る
と
重
い
梅
雨
雲
 

の
切
れ
間
か
ら
は
時
折
り
青
空
さ
え
見
 

え
て
来
た
。
 

●
梅
雨
明
け
の
証
の
雲
の
切
れ
て
来
し
 

駒
 
女
 

●
梅
雨
雲
の
切
れ
間
に
募
る
旅
心
 

て
い
子
 

十
三
曲
り
を
過
ぎ
、
九
酔
渓
の
震
動
 

の
滝
で
車
を
止
め
、
し
ば
ら
く
句
作
に
 

取
り
組
む
。
水
嵩
を
増
し
た
滝
の
響
が
 

す
さ
ま
じ
く
、
滝
し
ぶ
き
に
打
ち
ふ
る
 

え
な
が
ら
咲
い
て
い
る
賛
袋
の
花
が
印
 

象
的
だ
。
 

タ
方
早
く
に
、
温
塁
価
が
二
軒
し
か
 

ひカ・ 

な
い
と
い
う
郡
び
た
温
泉
町
、
”
全
ノ
口
 

温
泉
に
着
い
た
。
 

昔
、
川
端
康
成
が
千
羽
鶴
を
執
筆
さ
 

市場土地改良碑が 

建立さる 

。
 

5月30日 除幕式 

れ
た
と
い
、
ユ
価
、
小
野
屋
旅
館
に
旅
装
 

を
解
く
。
門
口
に
川
端
康
成
の
小
説
、
 

千
羽
鶴
の
一
節
が
看
板
と
し
て
揚
げ
ら
 

れ
て
あ
る
。
 

部
屋
に
は
渓
流
の
音
が
手
に
取
る
よ
 

う
に
聞
こ
え
、
窓
近
く
に
山
が
迫
り
、
 

ね
 
む
 

ま
ぼ
ろ
し
の
よ
う
に
合
歓
の
花
が
咲
き
、
 

水
音
と
合
歓
の
色
が
な
け
れ
ば
淋
し
過
 

ぎ
る
位
の
処
だ
。
 

く
つ
ろ
ぐ
間
も
な
く
、
一
回
目
の
句
 

会
を
始
め
る
。
 ゆ

 
さ
 

●
花
合
歓
や
湯
錆
び
は
道
に
ま
で
及
び
 

一 

歩
 

し
 
だ
 

●
歯
柔
し
げ
る
道
よ
り
低
き
峡
の
宿
 

園
 
女
 

ら
 

じ
さ
い
 

●
紫
陽
花
の
山
気
が
色
を
仕
立
て
を
り
 

雨
 
亭
 

句
会
が
終
る
と
、
 
一
階
に
用
意
さ
れ
 

た
タ
食
の
膳
に
つ
く
。
噂
の
通
り
、
な
 

か
な
か
ー
つ
ひ
と
つ
の
料
理
に
趣
向
を
 

こ
ら
し
て
い
る
。
作
っ
た
人
の
心
が
伺
 

わ
れ
て
嬉
し
い
。
宿
の
女
将
が
出
て
来
 

て
丁
寧
に
料
理
の
説
明
を
す
る
。
 

う
カ
ユ
・
I
 

●
領
け
る
も
の
の
い
ち
い
ち
夏
料
理
 

し
げ
を
 

●
川
茸
の
み
ど
り
涼
し
く
盛
り
上
げ
て
 

は
る
の
女
 

や
ま
め
や
ど
 

●
女
将
出
て
山
菜
披
露
山
女
宿
 慶

 
子
 

ひ
と
風
呂
浴
び
て
二
回
目
の
句
会
を
 

始
め
る
と
の
事
で
、
さ
っ
そ
く
宿
の
棟
 

続
き
に
あ
る
、
村
の
人
達
と
混
浴
の
風
 

呂
の
方
へ
出
掛
け
る
。
風
呂
の
入
ロ
に
 

は
、
道
祖
神
ら
し
き
も
の
が
肥
ら
れ
、
 

村
の
人
は
、
お
さ
い
銭
を
入
浴
代
と
し
 

。
 

へ
 

、、ノ 

「
 

、」 

/

‘

、

、

 

市
場
土
地
改
良
区
（
立
花
杉
夫
理
事
 

長
）
の
農
地
復
旧
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
、
 

て
置
い
て
行
く
。
 

お
湯
を
見
て
驚
い
た
。
底
が
見
え
な
 

い
く
ら
い
錆
色
に
濁
っ
て
い
る
。
鉄
分
 

が
多
い
と
の
事
だ
。
温
泉
が
胃
病
に
良
 

く
効
く
と
村
の
人
か
ら
聞
い
て
飲
ん
で
 

来
た
と
言
う
人
も
い
た
。
 

ゆ
 

●
山
の
温
泉
と
し
て
梅
雨
濁
り
免
が
れ
 

ず
 

し
げ
を
 

い
で
ゆ
 

●
短
夜
の
初
ま
る
温
泉
混
ん
で
来
し
 

駒
 
女
 

何
処
か
ら
か
河
鹿
が
鳴
き
出
し
た
。
 

そ
の
う
ち
競
い
合
う
か
の
よ
う
に
あ
ち
 

こ
ち
で
鳴
く
。
い
つ
の
間
に
か
裏
山
の
 

霧
が
宿
の
庭
を
包
み
、
や
が
て
雨
と
な
 

っ
た
。
 

に
わ
か
 

●
タ
河
鹿
俄
に
山
気
冷
え
て
来
し
 一 

歩
 

●
梅
雨
霧
の
雨
を
う
な
が
し
伴
な
え
る
 

雨
 
亭
 

●
河
鹿
鳴
き
や
み
て
瀬
音
の
空
虚
な
る
 

て
い
子
 

三
回
目
の
句
会
を
終
え
る
と
十
一
時
 

近
く
に
な
っ
て
い
た
。
窓
か
ら
見
え
る
 

山
の
星
に
明
日
の
天
気
を
期
待
し
な
が
 

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
床
に
入
る
。
 

●
梅
雨
の
星
山
の
天
気
の
占
え
ず
 

園
 
女
 

●
気
安
め
の
梅
雨
星
雨
に
目
覚
め
け
り
 

は
る
の
女
 

は
 
リ
 

●
破
璃
戸
閉
め
瀬
音
遠
ざ
け
星
涼
し
 

慶
 
子
 

二
日
目
は
雨
に
明
け
た
。
宿
の
朝
食
 

は
、
タ
食
に
も
増
し
て
十
分
に
楽
し
む
 

こ
と
が
出
来
た
。
 

雨
に
降
り
込
ま
れ
て
も
、
俳
句
を
す
 

除
幕
式
が
五
月
三
十
日
、
市
津
バ
ス
停
 

西
側
の
水
神
々
社
前
で
、
町
長
ほ
か
来
 

賓
お
よ
び
地
元
関
係
者
多
数
参
列
し
て
 

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

市
場
農
地
は
、
永
年
に
わ
た
る
石
炭
 

採
掘
に
よ
り
、
農
地
が
湿
田
、
沼
池
と
 

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
六
年
、
 

関
係
者
の
長
年
の
努
力
で
土
地
改
良
区
 

を
設
立
し
、
臨
時
石
炭
鉱
害
復
旧
事
業
 

に
よ
り
、
農
地
の
交
換
分
合
を
行
な
い
、
 

機
械
化
導
入
、
濯
が
い
水
の
一
元
化
等
、
 

る
お
か
げ
で
結
構
楽
し
く
退
屈
し
な
く
 

て
済
む
。
や
は
り
俳
句
を
や
め
な
く
て
 

良
か
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
う
。
 

‘
め
げ
は
 

●
霧
に
飛
ぶ
揚
羽
の
気
性
て
ふ
も
の
を
 

一 

歩
 

●
通
い
湯
女
梅
雨
霧
い
と
ふ
頬
か
ぶ
り
 

し
げ
を
 

●
蜜
蜂
の
束
の
間
晴
れ
る
時
せ
わ
し
 

雨
 
亭
 

●
梅
雨
蟹
と
は
旅
人
に
の
み
灯
り
 

園
 
女
 

●
好
き
な
こ
と
し
て
も
疲
れ
や
梅
雨
ご
 

J
も
 11 
ノ
 

慶
 
子
 

●
待
つ
気
分
青
田
の
風
が
変
へ
も
し
て
 

は
る
の
女
 

●
霧
痛
み
工
夫
の
屋
根
の
河
鹿
宿
 

駒
 
女
 

●
雨
足
の
弱
ま
れ
ば
霧
合
歓
に
か
な
 

て
い
子
 

素
晴
ら
し
い
山
家
料
理
は
勿
論
の
こ
 

と
、
河
鹿
と
霧
と
、
思
わ
ぬ
句
材
に
恵
 

ま
れ
た
二
日
間
の
楽
し
い
旅
に
快
よ
い
 

満
足
を
覚
え
な
が
ら
、
雨
と
霧
の
九
重
 

に
別
れ
を
つ
げ
、
帰
り
を
急
い
だ
。
 

つ
れ
づ
れ
に
⑩
 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
た
か
し
 

●
百
十
七
代
住
職
は
れ
の
風
か
お
る
 

〈
上
野
常
福
山
｛
蛋
口
寺
〉
 

●
風
か
お
る
昼
の
ト
ー
ス
ト
二
枚
半
 

●
木
下
闇
ぬ
っ
と
出
て
く
る
人
の
あ
り
 

●
明
け
易
し
遠
く
の
駅
路
汽
笛
の
音
 

●
大
樹
か
げ
老
い
の
散
髪
順
を
ま
つ
 

D
‘
り
 

) 
近
代
農
業
の
生
産
形
態
を
整
え
た
、
約
 

九
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
美
田
に
改
良
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

 

町
部
の
鉱
害
復
旧
 

へ
始
動
 

『
県
よ
り
現
地
調
査
に
』
 

差
別
を
な
く
す
た
め
に
⑦
 

水
平
社
創
立
い
ら
い
、
い
わ
ゆ
る
差
 

別
糾
弾
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
現
在
で
も
 

差
別
事
象
が
お
こ
る
と
、
部
落
解
放
同
 

盟
か
ら
の
糾
弾
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
世
間
で
は
こ
の
糾
弾
を
「
つ
 

る
し
あ
げ
」
と
い
っ
た
形
で
理
解
し
て
 

い
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

今
回
は
、
こ
の
点
を
ど
う
考
え
る
べ
 

き
か
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
 

ます。 
引
嚇
書
に
よ
る
と
糾
（
札
）
弾
と
は
 

「
罪
状
を
問
い
た
だ
し
て
し
ら
べ
あ
ば
 

く
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。
水
平
社
創
立
 

の
こ
ろ
は
、
差
別
を
封
建
的
な
観
念
と
 

し
て
、
ま
た
個
人
間
の
問
題
と
し
て
、
 

あ
る
い
は
、
個
人
の
ロ
ぶ
り
、
手
ぶ
り
 

●
ぐ
ょ
y
、つ 

の
言
動
、
挙
動
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
 

た
め
、
差
別
者
個
人
に
対
す
る
糾
弾
を
 

行
い
、
ロ
頭
あ
る
い
は
文
面
に
よ
っ
て
 

し
ゃ
ざ
い
 

謝
罪
さ
せ
る
と
い
う
方
法
な
ど
を
と
っ
 

て
い
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
差
別
は
た
ん
な
る
観
念
や
 

言
動
、
あ
る
い
は
個
人
だ
け
の
こ
と
で
 

な
く
、
社
会
的
関
係
か
ら
も
発
す
る
も
 

の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
深
ま
る
に
つ
 

れ
、
昭
和
に
入
る
に
つ
れ
て
、
社
会
に
 

対
す
る
糾
弾
、
啓
発
の
形
を
と
る
よ
う
 

に
変
っ
て
き
ま
し
た
。
 

現
在
で
も
差
別
者
に
対
す
る
糾
弾
は
 

行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
差
別
者
に
差
 

別
の
あ
や
ま
り
で
あ
る
こ
と
を
正
し
く
 

て
ゆ
こ
う
と
す
る
積
極
的
な
意
味
を
も
 

っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
 

差
別
者
に
対
す
る
糾
弾
は
、
言
動
の
 

は
し
を
と
ら
え
て
、
差
別
者
を
い
じ
め
 

た
り
、
つ
る
し
あ
げ
た
り
、
あ
る
い
は
 

そ
の
人
を
報
復
的
に
い
た
め
つ
け
よ
う
 

と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
 

て
そ
の
人
の
職
を
奪
い
、
家
族
を
路
頭
 

に
迷
わ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
非
人
間
的
 

な
こ
と
を
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

同
和
問
題
を
全
町
民
の
も
の
に
 

認
識
さ
せ
、
差
別
を
し
た
者
の
誤
っ
た
 

考
え
や
姿
勢
を
た
だ
し
、
解
放
の
た
め
 

へ
ん
か
く
 

に
積
極
的
に
努
力
す
る
立
場
に
変
革
し
 

て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
行
わ
れ
て
い
 

ま
す
。
ま
た
糾
弾
は
、
差
別
へ
の
た
た
 

か
い
を
通
じ
て
被
差
別
者
で
あ
る
部
落
 

大
衆
も
自
己
を
変
革
し
て
い
く
人
間
的
 

な
た
た
か
い
で
あ
る
と
い
う
観
点
に
た
 

っ
て
、
差
別
者
、
被
差
別
者
が
と
も
に
 

人
間
解
放
へ
の
真
の
連
帯
を
生
み
だ
し
 

ど
ん
な
差
別
者
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
人
 

の
基
本
的
人
権
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
 

り
ま
せ
ん
し
、
そ
の
人
の
生
活
権
は
奪
 

わ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
そ
 

の
責
任
を
痛
感
し
、
差
別
の
非
を
改
め
、
 

差
別
し
な
い
人
間
に
変
り
、
前
む
き
の
 

形
で
差
別
を
な
く
す
た
め
に
努
力
し
て
 

も
ら
う
こ
と
が
糾
弾
の
目
的
で
す
。
 

ま
た
、
差
別
事
件
が
お
こ
っ
た
と
き
、
 

国
や
地
方
公
共
団
体
の
責
任
者
、
首
長
 

や
管
理
職
の
人
々
、
た
と
え
ば
、
市
長
、
 

局
長
、
教
育
長
、
校
長
、
課
長
な
ど
が
 

糾
弾
さ
れ
る
場
合
が
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
そ
の
場
合
は
、
そ
の
人
個
人
を
 

糾
弾
し
て
い
る
の
で
は
な
く
し
て
、
そ
 

の
ポ
ス
ト
に
い
る
人
々
の
職
務
上
の
責
 

任
が
主
と
し
て
追
求
さ
れ
て
い
る
の
で
 

す
。
地
域
の
人
や
部
下
、
あ
る
い
は
P
 

T
A
会
員
が
、
差
別
を
し
た
の
に
、
な
 

ん
で
自
分
が
こ
ん
な
に
糾
弾
さ
れ
な
け
 

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
不
満
を
も
ち
、
 

逆
に
部
落
や
解
放
同
盟
に
悪
意
な
ど
を
 

も
つ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
し
ば
し
ば
 

生
じ
る
の
で
す
。
こ
の
点
を
は
っ
き
り
 

じ
ょ
ち
ょ
・
つ
 

さ
せ
な
い
と
、
か
え
っ
て
差
別
を
助
長
 

す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
 

れ
を
個
人
の
問
題
と
混
同
す
る
の
は
あ
 

や
ま
り
で
す
。
糾
弾
と
は
、
差
別
と
は
 

何
か
を
正
し
く
認
識
し
、
差
別
を
な
く
 

す
た
め
の
努
力
の
一
手
段
で
あ
る
と
考
 

え
る
べ
き
で
す
。
 

つ
づ
く
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*
 

*
 

*
 

*
 

*
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一
 

一
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窓
ロ
に
ギ
ガ
ン
チ
ウ
ム
 

の
花
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

太
田
隆
徳
さ
ん
が
寄
贈
 

六
月
三
日
（
水
）
、
上
野
中
里
に
住
む
 

太
田
隆
徳
さ
ん
よ
り
、
め
ず
ら
し
い
花
 

カ
ギ
ガ
ン
チ
ウ
ム
4

三
十
本
が
、
役
場
 

窓
ロ
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
花
は
、
あ
ま
り
聞
き
馴
れ
な
い
 

名
削
で
す
が
、
中
央
ア
ジ
ア
原
産
で
十
 

月
に
球
根
を
植
え
て
、
六
月
上
旬
か
ら
 

中
旬
に
ネ
ギ
坊
主
が
出
る
ユ
リ
科
・
ネ
 

ギ
族
の
植
物
と
い
う
こ
と
で
す
。
新
種
 

で
も
あ
り
、
県
内
で
も
本
格
的
に
栽
培
 

さ
れ
て
い
る
人
は
、
太
田
さ
ん
を
含
め
 

て
五
、
六
人
で
す
。
主
に
生
け
花
用
切
 

り
花
と
し
て
市
場
に
出
て
い
ま
す
。
 

役
場
で
は
、
さ
っ
そ
く
各
課
の
窓
ロ
 

カ
ウ
ン
タ
ー
に
飾
り
つ
け
ま
し
た
。
 

瞬
（
で
 

【
カ
ウ
ン
タ
ー
に
飾
ら
れ
た
 

ギ
ガ
ン
チ
ウ
ム
の
花
】
 

J
 

昭
和
五
十
四
年
六
月
三
十
日
、
五
十
 

五
年
七
月
九
日
、
八
月
三
十
日
と
、
た
 

び
か
さ
な
る
床
上
浸
水
の
被
害
を
受
け
 

た
赤
池
町
部
の
鉱
害
復
旧
の
基
本
計
画
 

が
通
商
産
業
省
の
認
可
を
五
十
六
年
一
一
 

月
二
十
六
日
に
受
け
て
お
り
、
町
で
は
、
 

現
在
、
そ
の
復
旧
計
画
に
取
り
組
ん
で
 

い
ま
す
が
、
六
月
十
六
日
に
丹
村
法
文
 

県
会
議
員
、
県
庁
関
係
者
に
よ
る
現
地
 

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

計
画
の
大
要
は
、
飛
車
寵
水
路
の
吐
 

ロ
の
樋
管
を
大
き
い
も
の
に
取
り
替
え
、
 

水
路
の
水
が
町
部
に
流
入
す
る
の
を
防
 

止
す
る
。
川
端
ポ
ン
プ
座
横
の
樋
管
を
 

大
き
い
も
の
に
取
り
替
え
る
。
又
、
道
 

路
の
復
旧
高
に
つ
い
て
は
、
浮
舟
ー
伏
 

原
線
の
居
原
商
店
前
の
三
差
路
を
基
準
 

点
と
し
て
現
在
折
衝
中
で
す
。
 

【
町
部
鉱
害
復
旧
箇
所
を
現
地
調
査
 

す
る
県
調
査
団
（
写
真
は
貴
船
）
】
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第
 

あ
な
た
の
国
民
年
金
が
 

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
 

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い
る
 

国
民
年
金
が
、
去
る
五
月
の
国
会
で
次
 

表
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
後
は
加
入
者
だ
け
の
年
金
 

に
 

新
規
発
生
は
ほ
と
ん
 

ど
な
く
な
る
福
祉
年
金
 

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
く
て
も
 

70 

歳
に
な
れ
ば
だ
れ
で
も
老
齢
福
祉
年
 

金
が
も
ら
え
る
と
誤
解
し
て
お
ら
れ
る
 

方
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
大
間
違
い
で
 

す。 老
齢
福
祉
年
金
は
、
国
民
年
金
制
度
 

が
発
足
し
た
と
き
、
す
で
に
高
齢
で
あ
 

っ
た
明
治
 44 

年
4
月
1

日
以
前
に
生
ま
 

れ
た
人
を
対
象
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
 

の
で
、
明
治
 44 

年
生
ま
れ
の
人
も
今
年
 

で
満
 70 

歳
に
な
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
今
 

後
は
も
う
特
例
の
場
合
を
除
き
、
新
た
 

に
老
齢
福
祉
年
金
を
う
け
る
人
は
い
な
 

く
な
リ
ま
す
。
 

明
治
 44 

年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
 

た
方
は
、
何
ら
か
の
公
的
年
金
制
度
に
 

加
入
し
て
い
な
い
限
リ
、
ど
の
制
度
か
 

ら
も
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
 

リ
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
 
20 

歳
以
上
 60 

歳
未
満
の
方
 

で
、
国
民
年
金
に
未
加
入
の
方
は
、
い
 

ま
す
ぐ
役
場
で
加
入
手
続
き
を
す
ま
せ
 

て
く
だ
さ
い
。
 

郵
便
局
だ
よ
り
 

郵
便
受
箱
の
設
置
を
 

現
在
、
郵
便
受
箱
の
設
置
に
つ
き
ま
 

し
て
は
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
 

も
と
に
、
ほ
ぽ
全
戸
に
設
置
し
て
頂
い
 

て
お
リ
ま
す
。
大
切
な
郵
便
物
が
よ
り
 

安
全
に
、
よ
り
確
実
に
配
達
さ
れ
る
よ
 

う
、
郵
便
受
箱
の
設
置
に
今
後
共
ご
協
 

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

暑
中
見
舞
葉
書
発
売
 

今
年
も
暑
中
見
舞
葉
書
が
7
月
1
日
 

か
ら
発
売
さ
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
 

い
。
な
お
、
こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
 

お
子
様
の
郵
便
の
利
用
が
急
増
し
、
差
 

し
出
さ
れ
た
郵
便
物
の
ほ
と
ん
ど
に
、
 

戸
主
名
が
書
き
添
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
 

配
達
に
大
変
な
時
間
と
手
間
が
か
か
リ
 

ま
す
。
お
子
様
の
郵
便
物
の
差
し
出
し
 

の
際
に
は
、
あ
て
名
の
横
に
戸
主
名
を
 

必
ず
書
き
添
え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

業
れ
の
駆
除
実
施
 

近
年
、
野
ば
と
に
よ
る
農
作
物
の
被
 

害
が
増
大
し
、
特
に
七
月
は
、
減
反
の
 

政
策
に
よ
る
転
作
田
に
大
豆
の
種
を
ま
 

エンゼルクイズ 

「笛5q石1什」具百 1 
‘~JvJ ‘~“」’'zユ』 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、鎌倉の大仏には、なぜ屋根がない？ 

④津汲に流された ⑧火事で焼け落ちた 

@）初めからなかった 

2 、カモシカの汗は何色？ 

④黒 ⑧赤 ⑥青 

3 、コンシューマリズム運動とはどんな運動？ 

④きれいな選挙運動 ⑧新しい消費者運動 

⑥全国婦人解放運動 

4 、我が国の自動販売機第1号は何の販売機？ 

④タバコ ⑧切手 ⑥電池 

5 、ロイターとは、どこの国の通信社？ 

④フランス ⑧ソ連 ⑥ィギリス 

〔応募要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、7月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンセツレクイズ係までお送リ下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈リます。 

レ例 問題lB 問題2 B 問題3 C 

【第58回の解答】 

1 ⑧ 2 ⑧ 3 ⑥ 4 ⑧ 5 ④ 

【正解者】 

今回の応募総数21通のうち、正解は16通で 

した。厳正な抽せんの結果、次の三名の方に 

記念品を贈ります。 （敬称略） 

ト花村 英一（旭ケ丘） 

ト藤村由美子（下小路） 

ト長谷川敬二（本町） 

拠出年金（56年7 月実施） 
●年金額の引上げ 

老齢年金 

40年納付 67,200円→72.441円 

25年納付 42,000円→45,275円 

10年年金 26,550円→28,625円 

5 年年金 22,600円→24, 366[TJ 

障害年金 

1 級 52,250円→56,325円 

2 級 41,800円→45,058円 

母子（準母子）年金（子1人母子加算 

を含む） 56,800円→60,058円 

遺児年金 41,800円→45,058円 
（子1人のとき） 

福祉年金（56年8 月実施） 
●年金額の引き上げ 

老齢福祉年金22,500円→24,000円 

障害福祉年金 
（注）23・000円 

1 級 33,800円→36,000円 

2 級 22,500円→24,000円 

母子（準母子）福祉年金（子1人） 

29, 300円→31,200円 

●所得制限の緩和 

本人所得（2 人世帯） 

老齢福祉年金 
年収216.4万円→226.6万円 

障害福祉年金 
年収216.4万円→300万円 

母子（準母子）福祉年金 
年収361万円→すえ置き 

扶養義務者所得（6 人世帯） 
年収376万円→すえ置き 

●公的年金併給限度額45万円→48万円 

（注）は年収が600万円（6人世帯）以上の場合 

、 

' 

税
よ
り
ち
ょ
っ
と
お
耳
を
 

圏
固
定
資
産
税
の
納
期
前
納
付
 

①
五
月
中
に
固
定
資
産
税
を
納
期
前
納
 

付
さ
れ
た
方
は
百
四
十
一
人
で
す
。
 

四
月
、
五
月
合
わ
せ
て
、
六
百
二
十
 

六
人
の
方
が
納
期
前
納
付
さ
れ
ま
し
 

た
。
税
金
は
大
切
な
町
の
財
源
で
す
。
 

皆
様
の
ご
協
力
、
本
当
に
あ
リ
が
と
 

う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

②
又
、
た
だ
今
、
町
民
税
に
つ
い
て
も
 

納
期
前
納
付
を
受
け
付
け
中
で
す
の
 

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。
 

圏
町
民
税
の
疑
義
に
つ
い
て
 

六
月
に
は
、
町
民
税
の
納
税
通
知
書
 

を
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
お
届
け
し
て
 

お
リ
ま
す
。
本
年
度
の
課
税
の
対
象
 

と
な
リ
ま
す
収
入
金
額
は
、
叫
年
の
 

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
 

で
の
間
に
得
た
金
額
で
す
。
現
在
、
 

無
職
と
な
っ
て
全
く
収
入
が
な
い
の
 

に
課
税
さ
れ
て
い
る
が
な
ぜ
か
、
役
 

場
の
間
違
い
で
は
な
い
か
、
と
の
問
 

い
合
わ
せ
が
か
な
リ
あ
り
ま
す
。
町
 

民
税
の
課
税
は
以
上
の
よ
う
に
、
あ
 

な
た
が
一
年
間
に
得
た
収
入
金
額
で
 

あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
点
ご
理
解
納
 

得
下
さ
い
ま
し
て
、
納
税
に
ご
協
力
 

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

又
、
そ
の
他
、
税
に
つ
い
て
わ
か
ら
 

な
い
こ
と
が
ち
リ
ま
し
た
ら
、
係
に
 

お
尋
ね
下
さ
い
。
 

簡
保
資
金
写
真
 

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
 

▼
募
集
要
領
 
簡
保
資
金
で
つ
く
ら
れ
 

た
施
設
を
題
材
と
す
る
明
る
い
作
品
 

（
学
校
、
幼
稚
園
、
公
営
住
宅
、
道
 

路
、
橋
、
公
民
館
、
役
場
、
消
防
庁
 

舎
、
市
場
、
公
園
等
の
簡
保
融
資
施
 

設
を
対
象
と
し
た
も
の
）
 

▼
作
品
の
大
き
さ
 

〇
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
 
35 

ミ
リ
以
E
 

〇
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
 
4
つ
切
り
 

〇
白
 

黒
 

4
つ
切
リ
 

ゴミはポリ袋に・・・ 

家庭用ゴミは必ずポリ袋に入れて 

収集日に出すようにしましょう。 

ノポリ袋は役場衛生係で、、 

、1枚9円でおわけしますノ 

―社会衛生係ー 
ノ
 

き
ま
す
の
で
、
相
当
の
被
害
が
予
想
さ
 

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
町
で
は
県
の
認
 

可
を
受
け
、
銃
器
に
よ
る
駆
除
を
行
な
 

い
ま
す
の
で
、
飼
ば
と
は
巣
箱
か
ら
出
 

さ
な
い
よ
う
に
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
実
施
期
間
 
7
月
5

日
か
ら
7
月
 31 

日
ま
で
（
日
の
出
か
ら
日
の
入
リ
）
 

▼
地
域
 
大
字
上
野
・
大
字
市
場
の
一
 

円。 

産
業
振
興
課
 

『
電
話
教
室
』
の
無
料
実
施
 

田
川
電
報
電
話
局
で
は
、
会
社
、
商
 

店
の
社
員
教
育
や
学
校
の
児
童
奪
を
対
 

象
に
、
正
し
い
電
話
の
知
識
と
エ
チ
ケ
 

ッ
ト
の
普
及
を
目
的
と
し
た
「
電
話
教
 

虫
ご
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
 

映
画
、
模
擬
実
習
等
、
ご
要
望
に
応
 

じ
た
企
画
で
出
張
開
催
い
た
し
ま
す
。
 

詳
細
に
つ
い
て
の
間
合
わ
せ
、
申
し
 

込
み
等
は
田
川
電
報
電
話
局
自
動
運
用
 

課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

固
0
9
4
7
4
→
④
→
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節
水
の
ご
協
力
を
ク
 

水
の
大
切
さ
は
、
今
さ
ら
い
う
ま
で
 

も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
水
道
の
水
が
 

止
ま
っ
た
ら
、
私
た
ち
の
生
活
は
即
座
 

に
マ
ヒ
し
ま
す
。
家
庭
で
、
学
校
で
、
 

病
院
で
、
工
場
で
ー
い
た
る
と
こ
ろ
で
 

立
ち
往
生
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

そ
の
半
面
、
私
た
ち
は
水
道
の
便
利
 

さ
に
慣
れ
て
、
や
や
も
す
る
と
不
断
は
 

水
の
あ
り
が
た
み
を
そ
れ
ほ
ど
感
じ
な
 

い
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
健
 

康
な
と
き
は
健
康
の
あ
り
が
た
さ
を
意
 

識
し
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
 

今
年
も
厳
し
い
暑
さ
が
予
測
さ
れ
て
 

お
リ
ま
す
。
こ
の
た
め
水
の
使
用
量
が
 

急
激
に
増
加
し
、
各
家
庭
に
給
水
し
て
 

い
る
水
の
量
が
不
足
し
断
水
等
の
恐
れ
 

が
あ
リ
ま
す
。
道
路
、
屋
敷
内
等
の
散
 

水
は
さ
け
て
下
さ
い
。
炊
事
、
洗
濯
等
 

又
、
車
の
洗
車
な
ど
に
つ
い
て
も
極
力
 

節
水
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

な
お
、
水
道
管
の
漏
水
を
発
見
し
た
 

ら
、
役
場
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
 

ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。
 

水
道
課
 

▼
応
募
細
則
 
※
未
発
表
の
も
の
※
画
 

題
、
簡
保
資
金
融
資
施
設
名
、
住
所
、
 

氏
名
及
び
電
話
番
号
を
カ
ラ
ー
ス
ラ
 

イ
ド
は
そ
の
マ
ウ
ン
ト
に
、
カ
ラ
ー
 

プ
リ
ン
ト
及
び
白
黒
作
品
は
作
品
裏
 

面
に
記
入
※
カ
ラ
ー
、
白
黒
そ
れ
ぞ
 

れ
5
点
以
内
。
組
写
真
は
1
組
3
枚
 

以
内
 

▼
賞
金
 

推
せ
ん
 
1
点
（
盾
、
金
五
万
円
）
 

入 特 

選 選 

2
点
（
盾
、
金
三
万
円
）
 

5
点
（
盾
、
金
一
万
円
）
 

九
州
郵
政
局
長
賞
 
若
干
点
廿
副
賞
 

佳
 
作
 
40 

点
（
盾
、
副
賞
）
 

参
加
賞
 
応
募
者
全
員
に
粗
品
進
呈
 

▼
応
募
締
切
日
 
7
月
 31 

日
 

▼
発
表
 
9
月
中
旬
（
予
定
）
 

▼
詳
し
い
こ
と
は
、
赤
池
郵
便
局
に
お
 

尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

一 
一 

」
 

」
 

」
 

」
 

」
 

」
 

」
 

」
 

」
 

」
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

ノ福祉センター 

17月の休館日〕 

6 日、13日、20日 

27日 

〔演 芸 日〕 

2 日、 5 日、 9 日 

12日、16日、19日 

23日、26日、30日 

糸状の水 ポタポタ水 
1時間で I 時間で 
約8'Jツトル 約I U ツトル 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
 

6
月
 17 

日
現
在
 

金 金 金 金 金 金 金 

封
 
工
藤
 

久
子
（
松
本
）
 

封
 
二
子
石
政
光
（
高
尾
）
 

封
 
秋
九
 
秀
文
（
添
田
町
）
 

封
 
林
 

省
吾
（
金
田
町
）
 

封
 
佐
藤
 
角
雄
（
車
道
）
 

封
 
今
田
 

一
成
（
貴
船
）
 

封
 
芹
川
 

広
（
伏
原
）
 

〔寄 

付〕 

▽
水
谷
建
設
 
百
万
円
 

〔
賛
助
会
費
〕
 

1
ロ
千
円
 

▽
木
村
岸
男
 
五
千
円
（
5

口） 敬
称
略
 

※
六
月
号
の
賛
助
会
費
に
小
松
松
夫
 

さ
ん
と
あ
リ
ま
し
た
が
、
小
林
松
夫
さ
 

ん
の
誤
リ
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
 

し
ま
す
。
 

、 ’ 、 ． 、 

り行事 

〔福祉バス運行日〕 

1 日、 2 日、4日、 5 日、 8 日 

9 日、11日、12日、15日、16日 

18日、19日、22日、23日、25日 

26日、29日、30日 

〔仏教講演会〕 

7 月15日困 午前11時より 
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昭和56年7月1日 け
 

か
 

あ
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第222号 広 報 あ か し 、 

せ
 

ら 知
 

お
 

忘れないで心にとめて 

おきましょう。 

身
障
者
用
割
引
乗
車
券
 

の
発
売
方
法
が
改
正
 

現
行
の
割
引
証
を
収
受
し
て
の
発
売
 

」
左
」
仏
が
、
障
害
者
手
帳
の
提
示
だ
け
で
 

割
引
乗
車
券
が
購
入
で
き
ま
す
。
 

▼
適
用
範
囲
 
身
体
障
害
者
お
よ
び
そ
 

の
介
護
者
が
、
大
牟
田
線
・
宮
地
岳
 

線
・
北
九
州
線
（
い
ず
れ
も
西
鉄
）
 

の
電
車
に
乗
車
す
る
場
合
 

▼
身
体
障
害
者
 
身
体
障
害
者
旅
客
運
 

賃
割
引
規
程
の
第
二
条
に
定
め
る
身
 

体
障
害
者
 

▼
介
護
者
 
前
規
程
の
第
三
条
に
定
め
 

る
介
護
者
 

▼
割
引
乗
車
券
 
普
通
乗
車
券
に
限
る
。
 

（
定
期
券
・
回
数
券
は
現
行
ど
お
り
 

割
引
証
を
収
受
す
る
）
 

▼
実
施
期
日
 
6
月
r
日
よ
り
 

身
体
障
害
者
（
児
）
 

巡
回
相
談
の
実
施
 

▼
日
時
 
7
月
 17 

日
圏
 

午
前
 10 

時
か
ら
3
時
ま
で
 

▼
場
所
 
方
城
町
民
体
育
館
 

、
 

固
0
9
4
7
っ
一
②
→
4
3
0
0
 

▼
そ
の
他
 

〇
戦
傷
病
者
巡
回
相
談
及
び
結
婚
相
談
 

は
7
月
 15 

日
、
香
春
町
中
央
公
民
館
 

で
行
わ
れ
ま
す
。
 

〇
精
密
検
査
等
を
要
す
る
内
部
障
害
者
 

に
つ
い
て
は
、
対
象
者
か
ら
除
か
れ
 

て
い
ま
す
の
で
、
当
日
の
診
察
は
で
 

き
ま
せ
ん
。
 

〇
手
帳
交
付
・
再
交
付
申
請
者
は
、
当
 

日
写
真
代
実
費
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
 

〇
印
鑑
、
手
帳
を
必
ず
持
参
下
さ
い
。
 

下
田
川
手
話
奉
仕
員
 

養
成
講
習
会
の
開
催
 

下
田
川
四
ケ
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
 

が
主
催
す
る
手
話
の
講
習
会
が
開
催
さ
 

れ
ま
す
。
聴
覚
障
害
者
の
福
祉
に
ご
理
 

解
と
熱
意
の
あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
 

す。 
▼
講
習
内
容
 

〇
聴
覚
障
害
者
に
接
す
る
心
が
ま
え
 

〇
手
話
の
理
論
 

〇
手
話
の
技
術
 

▼
開
講
日
及
び
実
施
方
法
 
7
月
7
日
 

（
火
）
よ
り
毎
週
1
回
・
火
曜
日
、
1
 

日
H
2
時
間
（
午
後
7
時
1
9
時
ま
 

で）、 
35 

回
開
催
し
ま
す
。
 

▼
会
場
 
方
城
町
福
祉
会
館
 

▼
申
込
先
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

固
赤
池
4
6
4
6
 

赤
池
町
役
場
福
祉
係
 

固
赤
池
2
0
0
4

（内 
49 

番） 

交
通
遺
児
育
英
会
 

奨
学
生
の
募
集
 

保
護
者
が
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
り
、
 

重
い
後
遺
症
で
働
け
な
い
た
め
に
学
資
 

に
困
っ
て
い
る
高
校
生
を
対
象
に
し
ま
 

す
。
又
、
中
学
三
年
生
が
来
春
進
学
予
 

定
で
、
奨
学
生
ュ
皇
和
望
す
る
場
合
も
、
 

在
晋
一
ー
学
校
を
経
て
出
願
で
き
ま
す
。
 

▼
奨
学
金
 
国
公
立
n
l
5
、
0
0
0
 

円
。
私
立
n
2
0
、
0
0
0
円
 

▼
返
還
 
奨
学
金
の
貸
与
終
了
6
ケ
月
 

後
よ
り
 20 

年
間
割
賦
返
済
。
無
利
子
 

▼
採
用
方
法
 
書
類
審
査
 

▼
申
込
み
方
法
 
出
願
書
類
は
学
校
に
 

あ
り
ま
す
。
 

※
入
学
一
時
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。
 

福
岡
県
警
察
官
募
集
 

昭
和
 56 

年
度
警
察
官
採
用
（
定
期
）
 

A
試
験
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
 

▼
受
付
期
間
 
6
月
 18 

日
1
7
月
 17 

日
 

（
郵
送
の
場
合
は
、
7
月
 17 

日
消
印
 

の
あ
る
も
の
ま
で
可
）
 

▼
第
一
次
試
験
日
 
8
月
2

日
（
日
）
 

▼
試
験
地
 
福
岡
高
等
学
校
 

▼
採
用
予
定
人
員
 
即
人
 

▼
採
用
時
期
 
昭
和
 57 

年
4
月
 

▼
受
験
資
格
 
警
察
官
A
 

〇
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
短
 

大
を
除
く
）
の
卒
業
者
及
び
昭
和
 57 

年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
 

〇
昭
和
 29 

年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
 35 

年
 

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
 

▼
身
体
検
査
 

〇
身
長
n
卿
帥
以
上
 

〇
胸
囲
n
 78 

m
以
上
 

〇
体
重
廿
 47 

嘱
以
上
 

〇
視
力
n
両
眼
と
も
裸
眼
視
力
叩
以
上
 

又
は
、
裸
眼
視
力
が
m
以
上
で
矯
正
 

視
カ
が
 10
 

以
上
 

〇
弁
色
【
正
常
で
あ
る
こ
と
。
 

〇
そ
の
他
n
職
務
遂
行
に
必
要
な
身
体
 

的
状
態
で
あ
る
こ
と
。
 

▼
合
格
発
表
 
第
一
次
8
月
中
旬
（
予
 

定） 

最
終
 11 

月
初
旬
（
予
定
）
 

▼
給
与
 
1
1
6
、
0
0
0
円
（
昭
和
 

56 

年
4
月
1
日
現
在
）
 

▼
問
合
わ
せ
先
（
申
込
み
書
請
求
先
）
 

〇
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目
一
番
一
 

号
。
福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
 

係
 

固
0
9
2
→
7
4
1
→
2
2
3
1
 

〇
田
川
市
平
松
町
三
番
三
十
六
号
 

田
川
警
察
署
警
務
課
 

固
0
9
4
7
4
→
②
→
2
1
2
0
 

依
〕
一
ご
い
へ
雨
一
」
加
F
・
加
以
月
水
火
 

、
‘
〉
入
ト
h
ト
フ
タ
ノ
、
》
よ
一
‘
」
一
→
．
一
 

・
干
一
三
ロ
 

▼
と
き
 

〇
7
月
7
日
因
 
飯
塚
市
 

〇
7
月
8
日
困
 
直
方
市
・
田
川
市
 

〇
7
月
 21 

日
因
 
飯
塚
市
 

〇
7
月
 22 

日
困
 
田
川
市
 

（
午
前
 10 

時
ー
午
後
4
時
ま
で
）
 

▼
と
こ
ろ
 

〇
直
方
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
0
9
4
9
2
→
②
→
4
1
0
0
 

o
飯
塚
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

j
 

jフ
 

固
0
9
4
8
2
→
向
Y
→
5
5
0
0
 

〇
田
川
市
役
所
内
市
民
相
談
係
 

固
 

0
9
4
7
4
→
④
I
→
2
0
0
0
 

調
理
師
試
験
受
験
 

準
備
講
習
会
の
開
催
 

六
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
調
理
 

士
試
験
の
講
習
会
が
、
次
の
と
お
り
行
 

行
わ
れ
ま
す
。
 

▼
会
場
 
飯
塚
市
新
飯
塚
 20 

番
 30 

号
 

飯
塚
総
合
会
館
（
立
岩
公
民
館
）
 

▼
開
催
期
間
 
7
月
 15 

日
か
ら
 18 

日
ま
 

で
の
4
日
間
 

▼
教
材
 
調
理
士
読
本
 
9
5
0
円・ 

調
理
問
題
集
 
9
0
0
円
・
受
講
料
 

8
、
0
0
0
円
 

無
縁
墳
墓
の
改
葬
 

次
の
件
に
縁
故
者
が
あ
れ
ば
、
期
日
 

ま
で
に
届
け
出
て
下
さ
い
。
 

▼
墓
地
の
所
在
地
 
長
崎
県
下
県
郡
厳
 

原
町
大
字
下
原
字
古
川
二
一
七
番
地
 

〇
墳
墓
数
 
10 

数
基
 

〇
届
出
期
限
 
7
月
 15 

日
 

o
届
出
先
 
長
崎
県
下
県
郡
厳
原
町
宮
 

谷
二
二
四
長
崎
県
対
馬
支
庁
耕
地
課
 

▼
墓
地
の
所
在
地
 
徳
島
県
那
賀
郡
鷲
 

敷
町
大
字
和
食
郷
字
北
地
五
二
三
 

o
墓
地
の
名
称
 
北
地
二
区
墓
地
 

o
墳
墓
数
 
14 

基
 

〇
届
出
期
限
 
10 

月
 10 

日
 

〇
届
出
先
 
徳
島
県
那
賀
郡
鷲
敷
町
 

鷲
敷
町
役
場
住
民
課
 

」ノ 


